
向島中学校 平 成 23年 度  授 業改善計画 (9科共通)

教 科      国 語       担 当 (緒方 ・西塔)

l fi二 2年 3年

生徒の実態

全体的には意欲があ り、積極

的に取 り組んでい る。ただ一

部 の 生徒 は ff _中力 が持 続 し

ない。

全体的には意欲があ り、授業

も積 lF M的に取 り組 んでいる。

しか し、学習内容が積み重な

らないため、既習事項 の復習

が老、要である。

全体的 に意欲があ り、授業 も積

極的に取 り組 んでいる。活発な

意 見交流 をす ることt)できる。

個 々の学 習 の定 着 が課題 で あ

る。

後期の重点

家庭学習の充実

班学習 (教え合い)の 充実

家庭キ習の充実

基礎的な読解力の向上

読書活動の奨励

家庭学習の充実

言語事項の定着 ・活用

読書活動のナに堤

担 当学年 課 題 改善策

第 1学 年

平均到達度 は区の平均か らみて全

体的にやや下回つている。区のiF均

と最 も差がある項 目は言語事項で

あ り、まずは基礎基本の定着が課題

である。また、語彙力 も低い と考え

られ るため、読書活動を奨励 してい

く老、要がある。

漢宇小テス トで間違 った漢年は定期考査前に復

習す るな どの対策 を行 う。 また、漢卒 コンテス

トでは達成感 を持たせ られ る結果に繋が るよ う

反復練習 を行 う。 さらに、読書紹 介カー ドを活

用 し、読書量を増やす とととtDに、相手意識 を

持 って文章を書 く能力を身につけ させ る。

第 2学 年

平均到達度は区の平均か らみて全

体的に下回つている。区の達成率 と

最 も差がある項 目は 「読む力」であ

り、説明的文章 。文字的文章 ともに

基礎的な事項 を確認 し、読解力を伸

ばす芝、要性がある。

文章を正確に読み取 るために、内容や 文章のポ

イン トを明確に示 し、 ノー トや ワー クシー トで

整理す る。 また、条件に合わせ て答 える力を身

につけるために、単元の終わ りに簡単な練習問

題 (確認問題)を 実施す る。

第 3学 年

平均到達度は区の平均か らみて全

体的にやや下回つている。区の平均

と最 も差がある項 目は言語事項で

あ り、上位層 と下位層で定着率の差

も著 しいことが課題である。また、

読書量の少なさが語彙力のなさに

つながつている。

普段の漢字小テス トに加 えて、定期的に漢字や

言語の復習テス トを行い、言語事項の定若 を図

る。 また、スモール ステ ップを意識 したワー ク

シー トを用い、基礎的な事項は上位層 ・下位層
に関係 な く理解できるよ うにす る。

知識 コ技能と

思考力 ・判断

力 ・表現力等

のハフンス

表現することが好きな生徒が多く、どの学年 も創作活動はよく取 り組んでいる。
一方で、語

彙力の低 さが 目立つため、言語事項の充実を図ることが必要である。また、問題文の条件に

合わせて回答することが不得意な傾向にある。

家庭との連携によ

る学習習慣の確立

卜に向けた学習 を行 う。

「写すJだ けで終わ らな

漢字ヨンテス トの際には家庭学習用のプ リン トを配布 し、本番のテス

また、単元学習後や定期考査前にワークを用いて学習を進めさせる。

いよう、早めに範囲を知 らせるとともに、学習方法を確認する。

向島中ミニマムを活

か した指導の工夫

常 に既習 事項 を意識 し、ね らいを明確 に した指導計画 を立て る。事前 に生徒のつ まず きを予

想 し、スモール ステ ップで学習で きるよ うな ワー クシー トの作成 に努 める。

成果 とrj R題

(年度末 に記入)



平成 23年 度授 業改善計画

第 1学 年 第 2学 年 第 3学 年

児
童

・
生
徒

の

実
態

・家庭でσD学習習慣が身

についていない。
・授業の振 り返 りせず、

定着 されない生徒が多

↓` 。

・興解力に大 きな差があ り、
一斉授 業では困難 な こ とが

ある。
・学習 した こ とが定着 され

ない生徒枚が多い。

・学 習 習慣 も少 しず つ つ

き、数学の興味関心がたか

い生徒 も多 くいる。

吾鍮
″よ` ｀

の

・宿題 プ リン トを出す。
・授業 の始 めに前時の学

習 内容 を確認 し、定着

を図 る。

・授業を習熟度別で行 う。
・コー スに合 わせ た課題 を

繰 り返 し解 かせ るこ とで、

基礎学力を定着 させ る。

・習熟度別少人数により、

個に応 じた指導を行 う。
。応用問題にも取 り組むこ

とにより、定若を図る。

担 当学年 課 題 改善策

第 1学 年

平均到達度は基礎 ・応用 とも区の平均

よ りやや下回つている。

達成率は数学的な表現 ・処理が区の平

均 よ りも 5%以 上下回つている。

基礎計算の力が弱い。

・授業の始めに復習小テス トを行い、前時

の学習 を振 りかえさせ る。
・テ ス ト前の放課後や長期休業 を利用 して

補習授業を行い、基礎計算力を定着 させ

てい く。

第 2学 年

区の平均からみて、到達度 ・達成率の

すべての観点において 下回つている。

特に、数学的な表現 ・処理の達成率が

12%以 上下回つている。

基礎計算力が定着されていない。

・朝学習の時間、基礎計算の練習問題 に取

り組 ませ る。            1
・授業の中で基礎計算の小テ ス トを行い定

着 させ る①
・放誤後や長期休業 を利用 して補習援業を

実施、苦手分野 を克服 させ る。

第 3学 年

・応用問題の達成度が低 く数学的な見方や

考え方が平均を下回つている。

・図形に比べて、関数を苦手にする生徒が

多い。

い習熟度発展組では応用問題を数多く解い

ていく③
・グラフの描 き方を理解 させるとともに、

増減 と係数の関係などを考えさせ、理解

を深めさせ、また文章題の内容か ら、立

式できる力をつけさせる。

矢日:哉・技青ヒと

思考力 ・判断

力 ・表現力等

のバ ランス

・テス トの解答解説づ くりか ら、各々の間違え、解 き方のポイン トを振 り返 させ

ながら理解を深める。

家庭 との連携 に

よる学習習慣の

確立

計算の宿題プ リン トを出し、翌 日の朝学習の時間で答え合わせをさせる。

課題を出 し、答え合わせをした後、実に解き方の模範解答を印刷 して返す。

向島中 ミニマム

を活か した指導

の工夫

授業のねらいを示す。

既習事項 (計算)を 押 さえなが ら指導にあた る 。

成果 と課題

(年度末 に記入)



向島中学校 平 成 23年 度  i受業改善計画 (9科共通)

教 科      英 語      担 当 (河野 ・高瀬)

1午 2年 34Fニ

′| 学ヽ F交でブ)英占!i■習 f英 吉洋を開

くこと十二十賞れ てい る 「て1向i、羊

くことを吉手 上し、 リスエン グ

とライテ ィン グげ)ノミラン スが偏

つている、 授業に 年十して|「k債

極的に取 り和卜ど十1

全 |卜的 に非 常 に熱 ′亡ヽに lRり組

む た だ、 一一部が 占:子,ま識 を,強

く子キら、あきらめて 1クf長ってい

る生徒がいる。生徒間ブ)関係 t )

良く、F黄極的に教え存)いを行 うぅ

1年 時 か ,少継続 して、意欲 を持

つ て授 業 に取 リネ|とん でt るヽ ―七

の結 果が、年1カ調 Aの 結 果 に i )

反映 され てい るD授 業 では 、英

語 を開 いて、自分ヴ)考えを英語

で 表現 す る こ とが 白然 と行 え

る生徒が 多t ドヽ

後期の重点

ライテ ィングヴ)虫荷を増や し、

簡単な文法や単語ブ) '文f 十々キi習を

徹底 して行 う‐

教えあいを活性 |ヒし、ファス トー

ラーナー ・スロー ラー十一が と

t)に向上できる環境 を強化十

る.同 時に、苦手意識の強い生

徒たちに個別対応を行なってい

く

実践的 コ ミュニケーシ ョン市ヒ

カを育成するア クテ ィ
タビテ ィ

を行うととt)に、長文読解能力

を育成 してい く」

担 当学年 課 題 改羊策

第 1学 年

オー ラルフ)スキル と比較 して ライテ ィン グ

ブ)スキルが低い

・朝学習などでの単語練習を継続的に行 う!
●スン(リ ン グコンテ ス トな どを活用 し、家庭での事詩

キ習をl l■進す る,

第 2学 年

・区 全|卜か らみて平均テ1達度はす べ てブ)設問

におい て下  回 ってい る ,

・会話表現 、せたントミ替 え英 作 文、動 詞の許形 夜

化に課題 があ る|

・会話スキッ トに多く触れ させ  る とともに、 ク ラス

′レームイ ン グリッシュを活用 し会話棟 習 を行 う,
・語川東の トレーエングを行 うぅ 。 フラッシュ型教材な

どにより 語 形変十ヒの反復練習を行 う,
・家唾学習において下規則動詞活用資|ヒを棟習、お よ

び英文 日記を行わせる.

第 3学 年

・医 全体か らみ て平均到達度  は ほぼすべて

の設 問 において上回 つてい る.

・到進度 を 死る と比較的 リスエ ングのホイン

トが他の項 日 其り低い傾向が あるコ

・高い基準で達成 で きてい るの で 今後 tDこの状態 を

維持 してい くョ

・入試 レベ ル(/)リスエ ン ク問題  に 取 り組 む とと 1)に、

さhow&tellな どで生 徒同 士英語 を 開 き、理解す る活

動 を行 つてい く.

・ラジオや イ ン ター ネ ッ トを 活 用 した教材 を紹 介 し、

行わせ るっ

知識 ・技能と

思考力 ・判断

力 ・表現力等

のバランス

「聞 くこと」 「読む こと」 「話す ことJ「 害 くこと」のバ ランスを熟慮 し、 1

年生に関 しては書 くことを強化、2、 3年 生に関 しては 4技 能 を統 合 した活動

を行 つてい く。

家庭との連携に

よる学習習慣の

確立

家庭学習を行 うことを前提 とした援業形態を作る。

向島中ミニマム

を活か した指導

の工夫

各セ クシ ョンにおいて習熟の必要な事項 を明確 に意識 させ る。それ によ り、書

く生徒が最低限必要な知識 。理解の習熟 を認識 し、できない ところを
｀
重点的に

学習できる環境 をつ くる。

成果 と課題

(年度末に記入)



向島中学校 平 成 23年 度  授 業改善計画 (9科共通)

教 科  理 科 担 当 (大久保 ・三保)

1年 2年 3年

・科学的な体験が少ない。
・観 察 ・実験 には、興味

があるが、考祭をす る習

慣が身についていない。

・基礎的な内容がfFF解不

足の生徒が多い。

。既習内容 を整理 して理

解できていない。

・観察 。実験 の考祭の方

法を身につける。

・観察 ・実験の目的を明

確にし、見いだすべ く法

則等が理解できたか確認

する。

。3学 年の内容 と既習内

容 を結 び付 けなが ら授

業を進 める。

打1当学年 課 題 改善策

第 1学 年

応用の達成率が低い。

生物 とその環境の達成率が低い。

・基礎的内容か ら発展 させて 日常生活での

活用例 までを扱 う。
・実物 に触れ る機会を多 くす る。

第 2学 年

・達成手が区平均 を下回つている

観点が多い。
・自然手象についての知識 での達

成率が特に低い。
・学習 した内容の定着度が低い。

・自分で考える時間や話 し合い活動の時間

を多く設定 し、自分の考えをまとめられる

ようにする。             1
・授業中に王テス トを行 うこと、宿題でFHq

題を解 くことにより学習内容の定着を図

るようにする。

第 3学 年

・応用の達成率が低い。
・例祭 。実験 の技能 ・表現の達成

率が低い。
・化学変化 と原子 ・分 子の達成率
が低い。

・班編成 を習熟度 を活用 して行い、班内で

の学び合いができるよ うにす る。
・観察 ・実験の基礎操作 について確認す る。
・観察 。実験の結果 を比較 しあい、考察す

る時間を多めに とり、ま とめが確実にでき

るよ うにす る。

知識 ・技能 と

思考力 ・判断

力 ・表現力等

のハ フンス

観察 ・実験の基礎操作を教師の支援によらず行 う。

日常生活 と理科の学習を関連 させるような課題に取 り組む。

観察 ・実験の視点を明確にして自らの力で規則性を見いだせるようにする。

家庭 との連携 に

よる学習習慣 の

確立

・家庭学習課題で既習内容を扱 う。
・放課後の時間などを利用 して、補習授業を実施 して、家庭学習方法を身につ

ける。

向島中 ミニマム

を活か した指導

の工夫

・観察 。実験の視点を明確に して 自らの力で規則性 を見いだせ るよ うにす る。
・学習内容 と既習内容 を結び付けなが ら授業を進 める。

成果 と課題

(年度末に記入)



社会 担 当 青木 ・イ藤

1年 2年 3年

生徒の実態

・小学6年生に学習す る

歴 史の内容が定着 して

いない。
・学習習慣 が身につい

ていない。

・区全体か らみて平均到

達度はすべての設岡にお

いて下llllつている。
・履修 した ところが定 着

しない。

・理解力のある生徒 とそ うで

ない生徒のたが大 きい。
・近現代 史の平均到達度は高

いが地租改 「にな ど一部におい

て理解が低い

後期の重点

基礎的な知識 を身につ

けるための学習習慣 の

確立。

基礎基本 の徹底 のた め、

スモール ステ ップの授 業

展開をす る。

・木習の部分や理解 していな

い部分の補充
・活動型の授業の展開

担 ヽ学年 課 題 改善策

第 1学 年

・歴史では、 日本の歴史の流れが理解で

きていない。
・歴史用語の記述問題に無回答が多い。
・資料からの読み取 りと読み取 り内容の

記述ができない。無同容が多い。

・社会的な思考 ・判断力を身 につけさせ

るために、思考 して記述す る機会を必ず

授業の中で 1回 以上盛 り込む。
。一授 業単位 ごとに復習できるワー クシ
ー トを毎時間配布 し宿題 とす る。
―世界の地域構成の学習において調べ学

習 を取 り入れ、調べ る方法、調べた内容

を伝 える文章 の構成 と発表活動 を行 い

自主的な学習 を促進す る。
・既習内容 を振 り返 る補習 を行 う①

第 2学 年

。緯度 ・軽度 と地球上の位置の関係 に地

理では課題がある。
・歴史の流れが理解できていない。特 に

政治の流れがわかつていない。

・ミニテ ス トを継続す る と共に授業の工

夫 としてフラ ッシュ型教材 を活用 し、基

礎の確認 し定着 させ る。
・デジタル教材 を活用 し歴史の流れや文

化についての理解 を視党的に行 う。

第 3学 年

・地理 3部 の B～ D層 の通過率が低い。

促成栽培、 日本の工業地帯、気候につい

て無解答が多い。
・近現代史の平均到達度は高いが地租改

正な ど一部 において理解が低い

・ミニテス トは継続 してい く。既習事項

で理解の低い部分 も問題 に してい く。間

題演習でフォロー してい く。
・夏季に基礎 コース ・応用 コースに分け

補充学習を実施 した。

矢日言哉ロチ支青とと

思考力 ・判断

力 ・表現力等

のバランス

。日本の諸地域学習の中に調べ学習を取 り入れる。個人の作業を中心にし、そ

れを元に全体に発表などの活動を取 り入れ、共通理解をさせる。
・試験前の補習をし、既習内容をフォローする。
・公民の学習で活動型の学習を取 り入れ興味を持たせ思考 ・判断力を育てて

いく。

家庭 との連携に

よる学習習慣の

確立

・3年 で活動型の学習はA層 を中心に組み立てていく。身近なことから授業を

組み立てていくので家庭で考えることも宿題 として指示する。

向島中 ミニマムを

活か した指導の

工夫

ね らい、概ね満足の規準の明示

成果 と課題

(年度末に記入)



音楽 担 当 阿部 裕 r本

1年 2年 3年

生徒の実態

・歌唱活動などで、表

情豊かに進んで表現

することに抵抗感が

ある。
・鑑賞は、再/レで取 り

組む生徒が多い。

表現活動 は積 極的 に行

う。 パー ト棟 習 な どで

協 力 す る こ とが で き

る。 発声 の仕 方 を t)つ

と工大 して取 り組 んで

ほ しV 。ヽ    _

表現活動を言び、楽 しんで

行 うことがで きる。 自分た

ちで音楽のイ メー ジを考 え

て表現 しよ うとす る。

後期の重点

自分か ら進んで表現

す ることに喜びを感

じ られ る よ うに す

る。

基礎 ・基本を繰 り返 し、

定着をはかる。その基

礎を応用 させ る力を育

む。

文化祭 ・卒業式 な ど、最 後

の行事 に向 けて 、気持 ちを

込めて表現 させ る。

担 当学年 課 題 改善策

第 1学 年

・表現することに喜びを感 じられるよう
にす

~る

・幅広い吉楽を鑑賞 し、その良さを感 じ

取る

授業の雰囲気作 り

興味 ・関心 を高める授業研究や工大

第 2学 年

・基礎 ・基本の定着 をはか り、その基礎

を応用 させ る力を育む。
・パー トな どで協力 し、進んで表現す る

活動 をめざす。

。発声練習の レパー トリー を増や し、何

のために行 つているかのね らいを明

確 にす る。
・自分たちで音楽 をよ り深 く考えて表現

できるよ うな力を身につ け させ る

第 3学 年

・音楽のイ メージを伝 えるための様々な

工夫を考えなが ら表現 させ る。
・音楽 を身近 に感 じ、進んで生活に取 り

入れ るための学習の まとめ

■発声 。強弱 ・アーテ ィキュ レー シ ョン

な ど、様 々な工夫を考 え させ、その工

夫を表現 に生かす ことで生 まれ る、豊

かな表現 を感 じ取 らせ る。
・様 々なジャンルの音楽に規 しみ、その

良 さを感 じ取 らせ る。

矢日言哉コ1技青ヒと

思考カ ロ判断

力 ・表現力等

のバランス

まず、表現することに喜びや楽 しみを感 じられるようにさせる。そ して、鑑賞

を通 して感 じたことを表現の工夫に生かすことができるようにさせたい。

関心 ・意欲を高めることで、音楽に対する苦手意識や、自信のなさを解消する。

基礎基本を徹底 し、応用できる能力を高める。

家庭 との連携に

よる学習習慣の

確立

日常生活でも音楽に対 して興味を持って、注意深 く鑑賞できる姿勢を養 う。

向島中ミニマムを

活か した指導の

工夫

多くの人が共通に感 じ取れる、出にふ さわ しい表現を工夫するために、強弱や

アーテ ィキュレーションなどを考えさせ、感 じ取 らせたい。

成果 と課題

(年度末に記入)



平成 23年 度授業改善計画
美術 担 当 1    奥 井 伸

児
童

。
生
徒

の
実
態

● 本 校の生徒は色々な経験に乏 しいところがあり、一般的な基礎角l識に欠ける部分

がある。 また情報に対 してt)自ら積極的に収集する能力に欠けている。

後
期

の
重
点

● 上 記の ことを鑑みた時に情報の取捨選択の能力の向上、それ による作録1の質の向

Lを 図る。

● ま た、教 えあ う姿勢 を作 り、 自工的な学習推進 のために取 り組 ませ る①

担当学年 課 題 改善策

第 1学 年

● 授 業規律の向 上

● 関 心 ・意欲の向上

● 基 本的技能の向上

。 本 人の レベルに応 じた作規lづくりの

方法の定着

● 色 々な資料か ら発想 力を高める

。 自 ら工夫 して技術の向上 を図る

第 2学 年

● 授業規律の向上

関心 ・意欲の向上

基本的技能の向上

●

●

● 本 人の レベルに応 じた作品づ くりの

方法の定着

● 色 々な資料か ら発想力を高める

。 自 ら工夫 して技術の向上 を図る

第 3学 年

● 授業規律の向上

関心 ・意欲の向上

基本的技能の向上

●

●

● 本 人の レベルに応 じた作品づ くりの

方法の定着

● 色 々な資料か ら発想力 を高める

。 自 ら工夫 して技術の向上を図る

第①学年

第○学年

知識 ・技能 と

思考力 ・判断

力 ・表現力等

のバランス

● 各 学年を通 して技能向上に関わる単元の充実を図 ることで、自らの技能 に

ついて一定の 自信 を養 うことを 目標 とす る。

● 一 定の 自信 を持つ と、次のチャ レンジが生まれて くる。すなわちそれが表

現力の向上につながると考える。

家庭 との連携 に

よる学習習慣の

確立

● 家 庭での調べ学習の定着。

学綾撫鶏に設燈

じてくださ転ヽ

成果 と課題

(年度末に記入)



向島中学校    平 成 23年 度授業改善計画F

保健体育 担 当 十半・金ir

1年 2年 3年

生徒の実態

・運動 自体は好 きな生

徒が多いが、基礎的な

技能が身についていな

い生徒が多い①

・運動 自体は好きな生徒

もいるが、FFj元によつて

は授業を避ける生徒も少

なくない。

・明るく活発に授 業に取 り組

んでいる。積極的に練習 に励

み、 自 らの技能 を向 上させ よ

うと努力す る/L徒が多い。

後期 の重点

自ら興味 ・関心を持つ

ことができるよ うに積

極白勺に行 う。

課題解決学習の発展 とお

互いに教 え合 えるよ うな

雰囲気づくりを行 う。

基本的技能の長所 。短所を見

極 め る こ とが で き る よ うに

し、お互いに教え合えるよ う

にする。

担 当学年 課 題 改善策

第 1学 年

・積極的に授業に参加す ることができる

よ うに技能 に興味 。関心を持つ。
・安全に留意 して行 う姿勢 を身につける。

・生徒同土がお互いに教え合い、注意 し

合えるように小集団学習を実施する。

第 2学 年

・生徒自ら課題を把握 し、解決に取 り組

むようにする。
。お互いに教え合える雰囲気をつくる。

・生徒同士がお互いに教 え合い、注意 し

合えるよ うに小集団学習 を実施す る。

第 3学 年

・基本的技能の長所 ・短所を見極め、

らに発展させることができるようにす

る①

・生徒同士がお互いに教 え合い、注意 し

合 えるよ うに小集団学習 を実施す る。

知識 ・技能と

思考カ ロ判断

力 ・表現力等

のバランス

課題の発見や解決のための主体的な学習

自己の目標の設定や評価、実践力

運動への関心 ・意欲に対する態度

家庭との連携に

よる学習習慣の

確立

・体カテス トの結果を基に家庭 との連携を図 り、小集団学習を活用 して個に応

じて体力を高めることができる生徒を育成する。

向島中 ミニマムを

活か した指導の

工夫

・生徒同士がお互いに教え合い、注意 し合えるように小集団学習を実施する。

成果 と課題

(年度末 に記入)



技 術

隔 週 授 業 で の 授 業 の 連 続

性 の 工 夫

基 礎 、 基 本 の 定 吉

関 心 、 意 欲 を 高 め る授 業

・授 業 内 容 を 精 選 して 、 各

自が 意 欲 的 に 取 り組 め る

授 業 の コニ夫 をす るっ
・生 徒 一 人 ひ と りに 対 す る 、

丁 寧 な 指 導 を す る。

主 体 的 な 学 習 が で き る よ う

に 教 材 等 を精 選 ・]1夫 し、

学 習 意 欲 を 向 上 させ る ,

生 徒 の 進 度 に 合 っ た き y )細

か な 個 別 指 導 を 徹 底 す る。

家 庭

保 育 に 関 す る知 識 が 不 十

分

幼 い 子 へ の 対 応 が 難 しい

忘 れ 物 を な くす 指 導 をす

るぅ

保 育 体 験 を通 して 幼 い 子

へ の 知 識 理 解 を 高 め る。

意 欲 的 に取 り組 め る授 業

の 工 夫 。

幼 児 の お もち ゃ 製 作 や お や

つ 作 りを通 して 学 習 に 意 欲

を持 た せ る。


